
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米作りからラベルのデザインまで 
◆環境人間学部◆ 

教育ならびに研究の一環として、環

境人間学部の学生と教員が酒米作りか

ら関わり、日本酒の製造に取り組みま

した。銘柄は日本酒「う米ぜ（うまい

ぜ）！」（写真下）で、ラベルの文字

は清原学長の揮毫（きごう）、学生が

それを用いてデザインしました。 
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学連携事業の一環として、尼崎の魅力

を発信する観光マップ「尼（あま）い

もん」を制作しました（写真下）。本

マップは尼崎地域産業活性化機構など

を通じて無料で配布します。 

中国人観光客の間で人気の高い尼崎

地区について、兵庫県立大学大学院Ｍ

ＢＡコースで学ぶ学生や中国人留学生

など１２名が、凸版印刷の監修の元で

本事業は

産官学連携

で、茨木酒

造合名会社

と兵庫県立

工業技術セ

ンターの協

力を得て実

現し、茨木

酒造（明石

市）、松竹

酒舗（加古

県立大学の連携事業 

医療・自動車・日本酒・地域など幅広く 
それぞれの研究分野で特長を出して 

川市）、山本酒店（姫路市）、兵庫県

立大学生協（組合員限定）で 販売し

ています。 

 

医療に工学技術を 
◆工学研究科◆ 

工学研究科の先端医工学研究センタ

ーは、大学としては初の学外拠点とな

る「サテライトラボ」をＪＲ姫路駅前

のオフィスビル「姫路ターミナルスク

エア」４階に開設しました。 

医療や工学技術分野の産学連携に取

り組む拠点で、レントゲンや磁気共鳴

画像装置（MRI）画像の解析ができる

高速コンピューターを整備し、病気の

早期発見など、企業や病院との共同研
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それぞれの目線でフィールドワークを

実施しました。そしてその成果に基づ

き尼崎らしさを楽しむ３つのツアーと

５つの商品を設定・選択し、日本語と

中国語で紹介しています。 

 

次世代自動車の材料づくり 
◆高度産業科学技術研究所◆ 

高度産業科学技術研究所は自動車メ

ーカーのマツダと材料開発に関する共

同研究契約を結びました。大型放射光

施設「ＳＰｒｉｎｇ―８」に県立大が

持つ実験装置を導入し、次世代の排ガ

ス浄化触媒や繊維強化樹脂などの研究

開発に取り組みます。 

今秋をめどに導入する装置により、

実際に車が使われている温度などの環

境を再現し、分子、原子レベルの構造

分析が可能になり、次世代自動車に必

要な革新的な材料づくりにつなげてい

きます。また触媒の高性能化は使用す

る貴金属材料の量の低減につながり、

新たな繊維強化樹脂の開発は自動車の
センターの「サテライトラボ」が入る

「姫路ターミナルスクエア」 

究などを進めます。研究員ら十数人が

常駐し、神戸大学の医学部や兵庫医科

大学などと技術連携を促進していきま

す。 

 
尼崎の魅力を発信 

◆経営研究科◆ 

凸版印刷株式会社と経営研究科は産
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軽量化や高強度化が期待できます。 

さらにスーパーコンピューター「京」

などによる計算科学や材料工学も動員

して共同研究にあたる予定です。 

 

世界保健機関（WHO）からも認証 
◆地域ケア開発研究所◆ 

平常時も災害時も、安心・安全を基

盤とした健康社会の創造を目的に、当

研究所は世界保健機関から『災害と健

康危機管理に関する WHO 看護協力セ

ンター』としても認証されており、看

護学の立場から、地域・国・世界レベ

ルでの災害への備え・対応について発

信しています。また、大学院生らと共

に「１．１７ひょうご安全の日のつど

い」では、明石市との合同訓練などに

参加し、災害への備えなどの啓蒙活動

を行い、東日本大震災の被災地での健

康相談活動等も継続しています。 

兵庫県看護協会東播支部と連携した

活動としてボランティア看護師が看護

相談や健康チェックを行う「まちの保

健室」を開催しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０回キャンパスツアーを２０１

６年６月２２日に開催しました。旧３

大学の卒業生およびその家族の３９人

が神戸情報科学キャンパスと兵庫県人

と防災未来センターを見学しました。 

神戸情報科学キャンパスでは、応用

情報科学研究科の西村治彦科長、シミ

ュレーション学研究科の畑豊科長から

それぞれの研究科の内容紹介がありま

した。そしてシミュレーション学研究

科の３Ｄシミュレーションを体験しま

した。３方のスクリーンに映しだされ

た場面が立体的に見えるだけでなく、

首を左右に振ったり、しゃがんだりす

るとそれに応じた角度で映像が変わる

すぐれものでした。 

その場面は倉敷市の美観地区で、有

名な白壁の色を変えるとどんなイメー

ジになるかが分かるようになって

います。そして隣接する理化学研

究所のスパコン「京」では、計算

速度としては現在世界第４位です

が、安定した運用効率などを考慮する

と、速度第１位の中国のスパコンより

優れているとの説明を受けました。 

バスでＨＡＴ神戸（神戸市の東部新

都心）に移動して昼食を取った後、兵

庫県防災センターを見学しました。阪

神淡路大震災や東日本大震災の記録を

見学しました。生々しい震災の惨状を

目のあたりにし、参加者の中には実際

に被災した人もその時の思い出をかた

っていました。 

東北大地震を３Ｄ映像で記録した記

録映画を見ました。あいにくの雨天で

したが、参加者の皆さんの中には、キ

ャンパスの見学だけでなく、旧交を深

められ、昔話に花を咲かせていたグル

ープもありました。 

第１０回 キャンパスツアー 

美観地区の３Ｄ映像に感嘆 
情報科学キャンパスと防災センター 

《編集後記》学友会報は本号で第３号を迎えました。本会の行事などの活動をお

伝えすることはもちろんですが、大学の現況をお知らせするのも重要な目的とし

ています。大学の目的は教育・研究と社会貢献です。今号は産業界との連携につ

いて詳しく紹介しました。総合大学の強みを発揮し、学部の得意分野を活かして

活発に動いています。また、地域に根差した事業の展開も成果を上げています。

ますます大学の活動に目が離せません。（Ｋ＆Ａ） 
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「五国豊穣」に込めた思い 
県立大学のＣＯＣ事業 

兵庫県は但馬･丹波･播磨･摂津･淡路

の「五国」からなり、地域ごと多彩な

県民生活が送られています。そして、

それぞれの地域が持つ課題に向けて、

文部科学省の「地(知)の拠点整備事

業」(Center of Community)として県

立大学が活動しています。活動内容と

提携している町市は次のとおりです。 

□ 地域資源マネジメント系 

豊岡市、丹波市、篠山市 

□ 多自然地域再生系 

養父市、佐用町 

□ 産学公連携系 

姫路市 

□ ソーシャルビジネス系 

 尼崎市 

□ あわじ環境未来島構想系 

 淡路市、洲本市、南あわじ市 

□ 地域防災・減災系 

 淡路市、洲本市、南あわじ市 

 神戸市 

平成２８年７月３日、姫路環境人間

キャンパスのホームカミングデイとし

て、学友会が協賛する「エコフェステ

ィバル」が開催されました（写真右は

案内看板）。参加者は環境人間学部の

学生、地域住民、ゆりのき会（同窓

会）会員など合計約４００人に上りま

した。イベントとしては学生による模

擬店、スタンプラリー、ビンゴゲーム

などがあり、ゆりのき会は自主講座

（華道、書道、リフォーム）の発表を

しました。 

情報科学キャンパスの見学を終えて、玄関ホールで研究科長らを交えて記念写真 

スクリーンに映し出される倉敷市の美観 

地区の３Ｄ映像に見入る見学者たち 

兵庫県立大学 
学生応援基金 

 

未来を担う本学の学生を応援する

ため、卒業生・保護者・教職員など

を中心に団体・企業や一般の皆様か

ら寄付金を募り、それを原資として

兵庫県立大学学生応援基金が設立さ

れました。応援対象活動としては 

１．防災教育・ボランティア活動 

２．地域創生への取り組み 

３．グローバル化への対応 

４．その他 

としており、ふるさと納税としての

優遇措置が受けられます。 

お問い合わせは学生応援基金事務局 

(TEL:078-794-6580)まで 

 

第１１回 エコフェスティバル 

地域住民も参加 
姫路環境人間キャンパス 


